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内容の要旨及び審査の結果の要旨
QTdispersionは左室活動電位の時間的、空間的ばらつきを反映すると考えられている。肥大型心筋症
ではQTdispersionが延長し、致死性不整脈や突然死と関係することが報告されている。一方、左室の壁
肥厚は心室の活動電位持続時間、再分極時間を延長させるため、肥大型心筋症における左室の壁肥厚ある
いはその不均一性がＱＴ指標に影響する可能性が推定される。本研究では、肥大型心筋症における左室壁
厚および形態学的不均一性がＱＴ指標に影響を及ぼすか否かを検討した。非閉塞性肥大型心筋症患者７０症
例を、心臓超音波所見上の左室の肥大様式により以下の４群に分類した。
Ａ群：肥大が心室中隔に限局するもの。
Ｂ群：肥大が心室中隔から左室前壁に及ぶもの。
ｃ群：肥大が心室中隔、左室前壁、側壁に及ぶもの。
Ｄ群：肥大が全周性のもの。
方法は､体表面12誘導心電図の胸部誘導(V1～V6）でQT間隔を用手法にて測定した｡ＱＴ指標としてQRS、
ＱＴ時間、ＱＲＳの始まりからＴ波のｐｅａｋまでの時間（QTp)、ＱＴ時間とＱＴｐの差（Tp)、ＱＴ時間とＱＲＳの差
（JT）を計測し、それぞれの最大と最小の差をdispersionとして評価した。また、各指標をBazettの式
で補正した値をそれぞれQTc、QTpc、ＪＴＣ、Ｔｐｃとした。
得られた結果は以下のように要約される。
１）ＲＲ間隔、最大ＱＴ時間、最小ＱＴ時間は各群間に差を認めなかった。また、QTpc、QRS、Tpc、ＪＴＣ
時間も各群間で差を認めなかった。
２）QTcdispersionは､Ａ群Ｂ群がそれぞれＣ群Ｄ群に比べ有意に延長していた。また､JTcdispersion
もＡ群Ｂ群がそれぞれＣ群、群に比べ有意に延長していた。
３）左室最大壁厚とQTcdispersion、JTcdispersionの間にはいずれも有意な関係が認められなかっ
た。それに対して、左室形態の不均一性の指標である心室中隔壁厚/左室後壁厚比とQTcdispersion、
JTcdispersionにはそれぞれ有意な相関が認められた。
これらの結果より、左室壁厚の不均一性が肥大型心筋症患者におけるQTcdispersion延長の原因の一
つである可能性が考えられた。本研究は、肥大型心筋症におけるQTcdispersionの延長が電気生理学的
不均一性だけでなく左室の形態学的不均一性にも影響されることを世界で初めて明らかにしたものであり、
肥大型心筋症におけるQTdispersionの成因解明に大きく貢献する研究と評価された。
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